
The Winter's Tale における神聖家族:
"'Tis Grace Indeed"

竹村 はるみ

一 母はたしかに、キ リス トにおいて生かされ、肉か らときはなたれる以前にお いて

すでに、その信仰 と行状 とにおいて御名が讃え られるような、そういう生活を送 つて

いました。  聖 ア ウグステ ィヌス 「告白』

 Shakespeare劇 に描かれる夫婦 ・家族に関する研究は、 フェ ミニス ト批

評の発達 と共に近年ますます注目を集めている。1970年 代のフェ ミニス ト批

評が結婚 と性をめ ぐる男女 の葛藤を主 に精神分析的に解釈 したのに対 し、

1980年代か らは当時の社会における家族観との関連が重要視されるようになっ

てきた。1)その際に頻繁に論 じられるのが、家庭 における男性の絶対的権威

と女性の服従を説 く家父長制の概念である。個性的なヒロインや男装の演出

などにより伝統 的な女性観 が しば しば くつがえ され るに もかかわ らず、

Shakespeare劇 の最終的なね らいは男性中心社会 の理念 を強化す ることで

はないかという解釈がある。貞淑 ・寡黙 ・従順を女性の美徳 として理想化 し

た初期近代の英国社会 の通念 と、 夫や恋人 のために進 んで犠牲 にな る

Shakespeareの ヒロインの人物像を重ね合わせ、作品を貫 く家父長制擁護

の精神を解明するのがフェ ミニスト批評の主流になりつつある。2)

 しか し、歴史、とりわけ女性史研究の分野においてはShakespeare批 評

における家父長論の人気 とは逆の傾向がうかがえる。む しろ、女性に対する

家父長制の圧力の実態が再検討 され、現実のルネサ ンス女性は、我々が思 う

よりはるかに家庭の中で重要な役割を担ったのではないか との肯定的な見方

が強まっているのであるQそ の根拠の一っとして挙げられるのが、プロテス

タントが奨励 した家庭での宗教教育において女性が発揮する影響力の大 きさ
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である。3)プロテスタントは、教会の権威 を個々の家庭へと移行 させ、家族

単位で行 う宗教的営みを高 く評価 した。結婚 と家庭は精神修養の基盤とされ、

夫 と妻が協力 して築 く信仰心に根差 した家庭生活が、当時の道徳家や聖職者

により推奨された。近年、 この家族の精神的なっなが りを重視する 「神聖家

族(spiritualized household)」 と呼ばれる概念が 「家父長制(patriarchy)」

と対照 され、夫 ・子供の精神教育に心を配 る敬慶な女性たちがクローズァ ッ

プされるに至っている。

 女 性 に対 して こ うした硬軟 の立場 を使 い分 けた16、17世 紀 の婚姻 論 を如実

に反映 して いると思 われ るのが、Leontesの 嫉 妬 に始 ま る家庭 の崩 壊 と再

興 を描 いたThe Winter's Taleで あ る。 この劇 にお ける女性 の立 場 に関 す

る評価 は、 フェ ミニス ト批評家 の間で もいまだ一致 して いない。非 道な夫が

臓 悔 の後 に改心 し新 しい女性観 を獲 得 す る こと を考 え れ ば、The Winter's

Taleは 家 庭 におけ る女性 の復 権を主 題 と して い る よ うに思 わ れ る。 Carol

Thomas Neely は 、"Here, for the first time since those comedies,

women use wit and realism in the service of passion to mock male folly,

to educate men, and to achieve a fruitful union with them"と 述 べ て、

女 性 の 勝利 を絶 賛 して い る。4)一 方 、Peter Ericksonは 、"The Winter's

Tale enacts the disruption and revival of patriarchy"と 述 べ、 家 父 長制

が抵抗 を受 けなが らもよ り穏 健な形態 で根付 いてい く過程 に注 目 して いる。5)

本 稿 は、 近年 関心 が高 ま ってい る神聖 家 族 の理 念 を ふ ま え な が ら、The

Winter's Taleに 表 され る夫婦 ・家族 の理 想像 を再考察 す る もので あ る。 劇

の キ リス ト教的要素 は繰 り返 し指摘 されてい るに もかか わ らず、それが家族

像 との関連 で論 じられ ることはあ まりなか った。6)劇 の 堕 落 と救済 の構 図 を

家族 ・夫婦 の枠組 みで とらえ、そ こで妻 たちが果 たす役割 を検証 してい きた

い。

1

The Winter's Taleは 、 シ チ リ ア 王Leontesの 宮 廷 に 親 友 で あ る ボ ヘ ミ
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ア王 のPolixenesが 滞 在す るとい う設定 で始 まる。 まず 冒 頭 で、 二 人 の宮

廷人 がLeontesとPolixenesの 友 情 を称 え、両国の繁栄 を願 う。 続 く1幕

2場 で、PolixenesもLeontesと 共 に過 ご した幼少 時代 を懐 か しげ に回 顧

し、Leontesの 妻 のHermioneに 語 つて聞 かせ る。

Pol. We were as twinn'd lambs that did frisk i' th' sun, 

     And bleat the one at th'other: what we chang'd 

     Was innocence for innocence: we knew not 

     The doctrine of ill-doing, nor dream'd 

     That any did. Had we pursu'd that life, 

     And our weak spirits ne'er been higher rear'd 

     With stronger blood, we should have answer'd heaven 

     Boldly 'not guilty', the imposition clear'd 

     Hereditary ours. 

Her.By this we gather 

     You have tripp'd since. 

Pol. 0 my most sacred lady, 

     Temptations have since then been born to's: for 

    In those unfledg'd days was my wife a girl; 

     Your precious self had then not cross'd the eyes 

    Of my young play-fellow.(I. ii.  67-79)7

 Polixenesの 最 初のせ りふが、人類 の原罪 と楽園追放 を暗 に意 味 して い る

ことは、繰 り返 し批評家 に よ つて指 摘 されて い る。Polixenesは 、 自分 と

1.eontesが あ のまま無垢 な幼少時代 を送 って いた ら、 ア ダ ム とイ ヴよ り受

け継がれ た原罪 を も免 れ ただ ろうにと言 うのであ る。堕落前 の人間 の象徴 で

あ る楽園へ の憧 憬 はルネサ ンス文学 に珍 しい ことではないが、 この場面 の特

徴 は、Polixenesが 夢 想 す る楽園 で戯 れ るの は二 人の アダ ムで あ る とい う点

であ る。 女性 の姿 は奇妙 に も除外 されて いる。一見牧歌的叙情 に満 ちた言葉

の裏 に潜 む毒 は、Polixenesが さ らに続 けて楽 園の喪 失 を妻 やHermione

の 責 任 に帰 す ると ころ で よ り明確 にな る。Hermioneの 問 い か け に続 く
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Polixenesの せ りふ は、矛 盾す る女性像 で 成 り立 って い る。 Hermioneは 、

「清 らかな妃」"most sacred lady"と 呼 びか け られ る一 方 で、 夫 を堕 落 へ

と導 く 「誘 惑」"Temptations"と 同 一視 されて いるので あ る。 宮 廷人 特 有

の女性賛美 の レ トリックと、男性 を罪 の道 へ と誘 い込 むイ ヴの末商 と して女

性 を位置 づ けるmisogyny(女 嫌 い)の 伝 統が読 み取れ る。8)

 Polixenesの せ りふ に見 る女性観 は、 結婚 に対す る伝 統 的な不信 を も露 呈

して い る。 女性 との恋愛、 とりわけ性 行為 が男性 を神へ の愛 と信仰 か ら遠 ざ

けるとい う見方 は当時の キ リス ト教世 界 に深 く浸透 していた。9)そ して 、 性

行為 が精 神的堕落の原因 にな るとい う考 え は、結 果 と して結婚 及 び女性 に対

す る恐怖 心 を植え付 ける ことにな つた。 中世 カ トリック教 会が結婚 よ りも独

身生活 を よ り神聖な もの とみな した こ とに こ うした結婚観 の一端が うかがえ

る。例 えば、当時 の典型的 な反結婚主 義文 学 の中で、次 の ように女性 と結婚

は信 仰 の敵 と して表 わ され て い る。"Let vs heare Salamon...who

speaking of a Woman, with, that he found her more bitter than

death it selfe, that she is the occasion Man rebelleth against God, and

counselleth vs not to liue or to conuerse with her...."10)さ ら に、 古

代 ロー マ法 にお いては女性 は男性 の性欲 の犠牲者 と して扱 わ れ たの に対 し、

中性 の教会法学者 は女性 は男 性 より も生来 性 的に負欲 であ るとの見解 を取 つ

た。11)こ の ため、女性 の性 というもの を堕 落 と結 び付 けて嫌悪す る風潮 が生

じたわ けである。姦淫 を防止 す る手段 と して捉 え られ た結 婚が一方 で肉欲へ

の誘 惑 の源 と判 断 されたの は、明 らか な矛盾 であ った。Polixenesの 幼 少 時

代の回顧 は、結婚 と清純 な魂 の両立 をめ ぐる当時の複雑 な価値観 を反映 して

い ると言 え よう。

 Polixenesは 、 恋愛 ・結婚 の 「強 い情熱」"stronger blood"、 す なわ ち性

的 な側面 に囚われてお り、それが結婚生 活 の もた らす精 神的稼 れへ の連 想 と

潜在的 な恐 怖の原因 にな って いる。 これ は、HermioneとPolixenesの 不

義密通 とい う疑惑 に突然取 り付か れる1.eontesの 結 婚観 に も共通 してい る。

息子Mamilliusの 純 真無垢 な姿 を前 に して、 LeontesはPolixenesと 同 様
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に自分 の幼 い頃 を懐 か しむ。 そ して、Polixenesが 結 婚 をそ の無垢 な時 代 の

終焉 と考 えた よ うに、Leontesも 結 婚 生 活 を幼少 時 代の 純潔 と対 比 さ せ て

現在 の自分 を嘆 く。Leontesは 、 不貞 に 「感染 した」"infected"(1. ii.305)

妻 に よ り、 「閨 の シー ッ の 純 潔 と 白 さ」"The purity and whiteness

of my sheets"に 「しみが っ く」"spotted"(1. ii.327-8)こ と を恐 れ る。

ここで も、結婚 の性 は臓 れの誘 因 と して認 識 されるのであ る。

 PolixenesやLeontesが 、 結 婚 と魂の堕落 を切 り離 して考 え る ことが で

きないの に対 して、Hermioneは 夫Leontesと の会話 で全 く対照 的 な婚 姻

観 を語 って いる。rolixenesとHem}ioneの 会 話 に加 わ ったLeontesは 、

Hermioneが 自分 の求 婚 を承 諾 した時 の様子 を次 の ように回想す る。"Why,

that was when/Three crabbed months had sour'd themselves to death,

/Ere I could make thee open thy white hand,/And clap thyself my

love"(1. ii.101-4)Valerie Traubが 指 摘 す るよ うに、 こ こで 用 い られて

い る"death"や"open"と い う語 は、性 愛の イメージを表 してい る。12)こ

れ に対 す るHermioneの 答 え は、"'Tis Grace indeed"(1. ii.105)と い

うもので ある。 い ささか突 飛 と も思 え る このせ りふ は、Hermione自 身 が

"G
race"、 即 ち神 の恩寵 の権化 であ ることを示 して いると従来解釈 さ れて き

た。13)し か し、Hermioneが こ こで神 の恩寵 と形 容 して い るの は 自分 自身

の ことで はな く、Leontesと の 結婚 であ る ことに も う少 し留 意 す る必 要 が

あろ う。 このや りと りで重 要 なの は、LeontesとHermioneの 結 婚観 のず れ

であ る。Leontesが 求 婚 と結婚 をエ ロテ ィ ックに描 き出 して みせ るの に対 し

て、Hermioneは 夫 の言葉 の性的 なニュア ンスには少 しも気 付 いて いな いよ

うに受 け取 れ る。 そ れ ど こ ろ か、 結 婚 は単 な る男 女 の 交 わ りで は な く

祁妨 憲 み によ るもので あ ると示唆 してい るので ある。

 結婚を神聖視するHermioneの 考えにっいては、16世 紀 から17世 紀にか

けて盛んに出版された結婚 に関する指南書の影響がうかがえる。先に述べた

中世教会の独身至上主義に対抗 して、16世 紀には結婚礼賛が先ず北方 ヒa‐

マニス トによって提唱され、後にプロテスタントによって受け継がれていっ
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た。 プPテ スタ ントが推奨 したキ リス ト教的結婚論 は、単に結婚を神意 によっ

て定 め られ た崇 高な もの として扱 うだけでな く、結婚 によ って築 く家庭 に宗

教 の基盤 を置いた。 神へ の信仰 に支え られた家族 が理 想 とされ、祈祷や賛美

歌 を歌 うといった口々の宗教 的な活動 を家 族で行 うことが推進 され た。家 庭

は 「神 の学 び舎(God's seminary)」 と して、宗教体 験 の中心 的役 割 を果 た

す よ うにな つたので ある。 そ して、従来 の結婚 の第一 目的 であ る出産 によ る

「家」 の維持 に加 えて、宗教 を媒介 とした夫婦、親 子 の精神 的 なっ なが りに

も重 点 が 置 か れ る よ う に な っ て い つ た 。14)C.L. Barberは 、"he

[Shakespeare]dramatizes the search for equivalents of the Holy

Family of Christianity in the human family"と 述 べ、 悲 劇 に お いて顕

著 な神 聖 な家 族 に注 目 して い る。15)Barberは こ れ を"post-Christian

situation"と 呼 ん でShakespeare劇 の宗 教性 を否 定 して いるが、聖 家族 へ

の志向 は当時の社会風 潮 と密接 に関連 して お り、 その宗 教的意義 を無視 す る

こ とはで きない。 神 へ の信仰 に支え られた家庭  神 聖 家族 の提 唱 は、 妻

の理想像 に も修正 を加 え る ことにな る。貞淑 ・寡黙 ・従順 に加 えて、敬 度 で

あ る ことが良妻 の条件 とな って い っ た。16)雄 弁 で 知 られ た聖職 者Henry

Smithは 、"our Spouse must bee like Christs spouse, that is, graced

with gifts&imbrodered with vertues, as if wee did marrie Holinesse

herselfe"と 述 べ、信心深 い妻 を誇張 ともとれ る表現 で賛美 して い る。17)そ

して実 際、 当時の プロテス タン ト文学 には、 あたか も聖女 で あるか の ように

称 え られた女性 たちが頻 繁 に登場 す る。以下 の頁で は、 こ うした聖女性 の文

学 伝統 をふ まえ なが ら、 劇 の進 行 にっ れ て ます ま す 崇 高 化 さ れ て い く

Hermioneの 人 物像 の変化 に焦 点 を当 てた い。

II

 1幕 で は威勢 よ くPolixenesやLeontesを 言 い負 かすHermioneで あ

るが、Leontesに よ り不義密 通の罪で 告発 され る2幕 以 降 は、 一転 して苦

難 にひたす ら耐 え る女性 と して描 かれ る。 陽気 で快活 な女 性か ら従1順な妻へ
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のHermioneの 変 化 は、 しば しば家父長 制 の確立 とい う劇 の流 れ と関連 づ

けて解釈 され て きた。無実 を主張 はす るものの結局 は夫 の非 道な仕打 ちを受

け入 れ るHermionθ は、 た しかに家 父長 制度 におけ る男 性 の権 威 を 自主 的

に受容 して い るか のよ うに見 え る。18)し か し、非常 に興味深 い ことに、 この

劇 をキ リス ト教 的 に解釈 した場合、Hermioneの 忍 従 は全 く別 の意 味 を帯 び

て くるので あ る。 例 えば、Hermioneは 、 Leontesに よ つて投獄 され る前 に

「天 が もっとお恵 み深 い様子 を見 せて くれ るまで辛 抱 しな ければ」"Imust

be patient till the heavens look/With an aspect more favourable"

(�.i.106-7)と 言 つて、 自分 に同情 して泣 く女官 たちを 慰 め る。 この場 面

は、嘆 き悲 しむ女性信 者 たちを諭 す処 刑前 のキ リス トと比 較 され る。19)また、

公開裁判 の席 でHermioneは 身 の潔 白を主張 して死への恐怖 を否定す るが 、

これ も同様 に処 刑直 前 の キ リス トの姿 と重 ね 合 わ され る。20)こ の よ うに、

Hermioneに は、 権威 的 な夫 に対す る妻 の忍 従 と、 キ リス トの よ うな神 の

摂理 に対す る従順 の双 方が混 在 して いる ことにな る。

 こ うしたHermioneの 人 物 像 は、貞節 ・従 順 とい つた伝 統 的 に は女 性 特

有 とされ た資質 をキ リス ト教 的美徳 に置 き換 え ることによ り女性 の精 神性 を

主張 したル ネサ ンス期の宗教 文学 の影響 を示 して いると思 われる。裁 判 の席

で、Hermioneは 身 の潔 白を主張 しなが らも、夫 の愛情 を失 い子 供た ちか ら

も引 き離 され た以 上 この世 に一切 の未 練 はない と語 る。Roland Mushat

Fryeは 、 この場面 にお けるHermioneの 死 に対 す る態 度 を、 現 世 へ の執

着 を戒 めた プ ロテ ス タ ン ト的 厭世 観 の表 れ と解 釈 して い る。21)し か し、

Hermioneの せ りふを も う少 し詳 しく分析す ると、 この 「死への キ リス ト教

的処 し方(the Christian art of dying)」 が女 性 、 と りわ け妻 ・母 親 の立

場 で強調 されて いるのがわか る。例 えば、Hermioneは 「私 にとり生命 は何

の価 値 もない」"To me can life be no commodity"(III. ii.93)に 始 ま

るせ りふで、娘Perditaを 獄 中で出産 した後の回復 も待 たず に裁 きの場 に

引 き立て られた ことを以下 のよ うに非難 す る。
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with immodest hatred 

The child-bed privilege denied, which 'longs 

To women of all fashion; lastly, hurried 

Here, to this place, i' th' open air, before 

I have got strength of limit. Now, my liege, 

Tell me what blessings I have here alive, 

That I should fear to die?(III. ii.  102-108)

Hermioneは 、 シチ リアの王妃 や ロシア皇帝 の王 女 と してで はな く、 「あ らゆ

る階級 の女性」"women of ail fashion"の 一 人 と しての怒 り、哀 しみを訴

え る。

 16、17世 紀 には、信心 深 い女性 の死 を も恐 れぬ態 度 を称 え た作品 が多 数出

版 され た。John Foxeは 、 Acts and Monumentsの 中 で、 Lady Jane Grey

の 殉 教 の様子 をキ リス ト教 徒 の模範 と して 劇 的 に 描 い て い る。22)ま た 、

Countess of Pembrokeが 翻 訳 した宗教詩 には、 毅 然 と して死 を受 け とめ

た古代 女性 の例が列挙 され た。 ス トア哲学 的 な厭世観 を女 性の中 に表現 す る

ことに より、従順や寡黙 とい った伝統的 な女性 らしさの価値観 を否 定す る こ

とな く一 種 の"female heroism"の 理 想が示 され た とい う。23)よ り身 近 な

一般女性 を主人公 と した作 品 と して は
、 当 時人 気 を博 したPhilip Stubbes

のAChristall Glasse for Christian Womenが あ る。 これ は、 作 者 の妻

Katherineが 出産後 いか に死 を恐 れず に立 派 な キ リス ト教 徒 と して死 ん で

い ったかを記 したもので あ るが、Stubbesは 産 褥 熱 で 死 ん だ敬度 な妻 の死

を聖女 の最 期の ように描写 して いる。 女性 の脆 い肉体 と対比 された精神力 や

信仰心 は、"amirrour of woman hood"で あ るだ けで な く"a perfect

paterne of Christianitie"と して呈示 されて いるので あ る。24)

 こ う した宗教 文学 はいず れ も、 一般 に 「弱 き器(the weaker vessel)」 と

された女性 が死 の恐怖を壮絶 に克服 す る姿 を描 くことによ り、信仰 が人 間 に

与 え うる力 を強調 して いる。上 で引用 したHermioneの せ りふ において も、

女性 の弱 さ と強靭な精神力 が明確 に対 比 されてい るの が うかが える。前 半で
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強調 される産 後 のた めに衰 弱 した身体 が、 その後 に続 く死 を も恐 れぬ態 度 を

一層果敢 に見 せ る効 果 を挙 げて い るのであ る。1幕 でLeontesやPolixenes

に よ って表 され た女 性 の精 神性 ・宗教 心 に対す る伝統 的な不信 は ここで否定

され、Hermioneは そ の死 を信 じるLeontesの 心 に 「聖 人 の よ う な魂 」

"
sainted spirit"(V. i.57)と して蘇 るのであ る。

 聖 者 のよ うなHermioneと い うイメージをLeontesに 強 く認 識 させ るの

は、Hermioneを 弁 護 し続 け る宮廷女性Paulinaで あ る。 公然 とLeontes

を非 難 す るPaulinaは 、 Linda Woodbridgeが"justifiable shrewishness"

と分 類 す るよ うに、男性 登場人物 をや りこめる じゃ じゃ馬 の典型 として解釈

され ることが多 い。25)しか し、 た しかに勝 ち気 な側面 が目立 っPaulinaも 、

Hermioneと 同 様 に聖賢 な女性 と して描 かれて いる。 HermioneとPaulina

の類 似 は多 くの批評家 によ つて指摘 されて い るが、 その効果 の一 つに挙 げ ら

れ るのは、二人 が補足 的 な関係 にある とい うことで ある。Hermione不 在 の

16年 間 にわ た り、PaulinaはLeontesの 妻 と しての役割 を果 たす とい つて

も過 言で はない。Paulinaは 、 Hermioneに 代 わ って、 後 悔 の念 に さい な

まれ るLeontesに 精 神教育 を施 し、信仰 の道 へ と導 くので あ る。

 Paulinaは 、 嫉 妬 で 荒 れ る1.eontesの も と を 訪 れ 、"1/Do come with

words as medicinal as true,/Honest, as either, to purge him of that

humour/That presses him from sleep"(II. iii.36-39)と 語 る 。 Leontes

を 改 俊 へ と導 くPaulinaは 、 ま さ に 癒 し の 言 葉 で も って 司 祭 の 役 目 を 果 た

す 。Paulinaの 名 前 とSt. Paulの 関 連 は 、 繰 り 返 し批 評 家 に よ っ て 指 摘 さ

れ て い る。26)例 え ばJ.A. Bryantは 、 PaulinaはLeontesにSt. Paul

の 教 義 を 説 く と 解 釈 し て い る 。 と す れ ば 、 こ れ は 非 常 に 皮 肉 な 効 果 で あ る と

い え よ う。 な ぜ な ら、St, Pau1は 、 夫 に 対 す る 妻 の 服 従 を 説 い た こ と で 知

ら れ て お り 、 そ の 婚 姻 ・家 族 観 は 家 父 長 制 の 根 拠 と さ れ た か ら で あ る 。27)

「教 会 で は 女 性 を 黙 ら せ よ 。 女 性 は 語 る こ と が 許 さ れ て い な い 」"Let your

women kepe silent in the Churches:for it is not permitted unto them

to speake"と い うSt. Paulの 言 葉 は 、 女 性 が と り わ け 宗 教 に つ い て 男 性
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に教 示す る ことを禁 じる格好 の根拠 とされ た。28)弁 舌 を振 る ってLeontes

の信 仰心 を目覚 ますPaulinaは 、 St. Paulを 盛 ん に引用 した当時 の家父長

主義 的な家政論 のパ ロデ ィーとみ る ことがで きるだろ う。

 Carolyn Aspは 、1.eontesの 道 徳的 ・宗 教的 な相談 相手 としてのPaulina

に注 目 しなが らも、 当時 の社会で妻 が夫 を説得 す る とい うことはあ りえ ない

とい う理 由で、 中世文学 に登場す る抽象 的 な概 念 を具 現す る女性 をPaulina

の原 型 と解釈 してい る。29)し か し、Paulinaに 表 され る女 性像 は必ず しも16、

17世 紀 の婚姻論 に見 当た らないわ けで はな い。男 女 の上 下関係 が重 ん じられ

たに もか かわ らず、妻 が道徳的、宗教 的 に道 を誤 った夫 を諭す ことは禁 じら

れ ては いなか った。 それ どころかむ しろ妻 の義務 の一 っ と見 なされてい たの

であ る。結婚 を論 じた道 徳家 は、信仰心 の篤 い女 性 が冒漬 の夫 を もった場合

を必 ず想定 している。 そ して、夫が 明 らか に神 の教 え に背 いたふ る まいを し

た場 合、妻 は神 への信 仰 を優先 して夫 を矯 正す るべ きで あると説 いた。 聖職

者William Gougeは 、 Of Domesticall Dutiesの 中 で、 「妻 の服従の限度」

"Of thθextent of a wives obedience"と 題 した章 を もうけ
、 神 の教 え に

反 して まで夫 に仕 え る義 務 はないと明言 してい る。30)こ の ように、妻 が場 合

によ って は 自分 の信仰 を貫 く権利 を与 え られてい る ことは、家父長制 そ の も

のの限界 で もあ った。

 さて、劇 の冒頭 か ら妊 婦 の姿で登場 す るHermioneは 、 信心 深 い妻 とい

う側面 に加 えて、母親 と して の強 さを観客 に深 く印象 づ け る。Hermioneが

一 貫 して放 つ強烈 な母性 は従来 のフ ェ ミニ ス ト批 評家 の関心を集 めなが らも、

母性 に対す るLeontesの 潜 在的恐怖 や嫉妬 との関連 で精神 分析 的 に論 じ ら

れ る傾向 があ る。 しか し、息子Mam匀l咊sや 娘Perd咜aに 対す るHermione

の 愛 情 は明 らかであ り、母子間 の精神面 、愛情面 で のつな が りを最後 に吟味

したいQ

 2幕1場 でMamilliusを あ や していたHermioneは 、 逆上 したLeontes

に よ り息子 か ら引 き離 されて投獄 され る。 母親 の不幸 に傷心 したMamillius

の 急 死 が裁 判の席で報 じられ ると、Hermioneは 気 を失 って別 室 に運 ばれ、
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ま もな くしてPaulinaはHθrmioneも 死 んだ ことをLeontesに 知 らせ る。

そ して、最終場 で初 めて、Hermioneが 実 は16年 間 娘 が発 見 され るのを待 ち

続 けて いた とい うこ とが、登場 人物 は もちろん観客 に も明 らか にされ るわ け

であ る。Mamilliusの 死 は、家庭 の崩壊、家父長制の破綻、あるいはLeontes

が 犯 した罪 に対 して神 が下 した天罰 とい うよ うに、多様 な解 釈が可能で あろ

う。 しか し、 初期近代 におけ る幼児 の死亡 率の高 さを考 え ると、幼 い長男 の

死 は当時 の観客 にと って は象 徴 であ ると同時に現 実問題で もあ つたに違 いな

い。31)James一 世 もThe Winter's Taleを 観 劇 した頃 に は、 二人 の王 女

MaryとSophia、 そ して長 男Henryの 死 を経験 して い る。32)二 人 の子 供

をほぼ同時 に失 つたHermioneは 現 世 との一 切の交渉 を 断 ち隠 遁生 活 を送

る ことにな るが、子供 の喪失 によ る精 神的打撃 が転 機 とな って信仰生活 に入

るルネサ ンス女性 は実 際少 な くなか った。33)

 最 終 場 で、16年 前 に捨 て られたHermioneの 娘Perditaが 見 つか って無

事 にLeomesと の 再会 を果 たす と、 Paulinaは 一 行 を自邸 の礼 拝堂 へ と案

内 し、Hermioneの 彫 像 を見 せ る。初 めて見 る母親 の姿 に感動 したPerdita

は、"do not say'tis superstition, that/Ikneel, and then implore

her blessing"(V. iii.43-44)と 言 う。 Perditaが 彫 像 の前 に膝 まつ く とい

う行為 を盲 信で はな い とわ ざわざ弁解 しているとすると、 ここでのHθrmione

は明 らかに教 会 に安置 され た聖母 マ リア像 を演 じて いるこ とにな る。34)こ の

ことは、悲 劇 の発 端 と も言 え る1幕2場 のHermioneとPolixenesの や り

とりを思 い起 こす と興味深 い。楽 園喪 失の原因を作 ったイ ブの烙EBを 押 され

たHermioneは 、 最後 に聖母 像の姿で登 場す るので ある。

 中 世にお いて は処女性 ・貞節 の象徴 とされた マ リアは、 ル ネサ ンス期 にな

ると妻 ・母親 の究 極 の理想 と され るようにな った。35)例 え ば、修道院制 度 批

判 に関連 して結婚 生活 を高 く評価 したErasmusは 、 処女 としてのマ リアで

はな くキ リス トの母親 と してのマ リアを賛 美 したが、 これは プロテス タ ン ト

結 婚 論 の 常 套 と な っ た 。36)息 子 へ の 宗 教 的 訓 戒 をThe Mother's

Blessingと して 出版 したDorothy Leighは 、 イ ブが犯 した罪 を順 ったマ
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リアを以下のように母親の鑑として称えている。

I presumed that there was no woman so senceless as not to look 

what a blessing God  hath sent to us women through that gracious 

Virgin, by whom it pleased God to take away the shame which 

Eve, our grandmother, had brought to us. For before, men might 

say, "The woman beguiled me, and I did eat the poisoned fruit 

of disobedience, and I die." But now man may say, if he say truly, 
"The woman brought me a Savior

, and I feed on him by faith, 

and live." 37)

ルネサンス期の聖母マリア崇拝は結婚論における聖賢 な妻 ・母親への憧憬に

見出されることが多い。子供への宗教的訓戒を著 した17世 紀前半の女流作

家たちは、 イヴの罪 を贈 う聖母 の役割 を 自 ら果 たす ことを意識 してい

た。38)聖母マ リアとその聖家族 は、信心深 い女性が司 る結婚 ・家族生活 の

何よりの模範とされたのである。

 Paulinaは 「信仰 を呼び覚 ま して くだ さい」"You do awake your faith"

(v.iii.95)と 命 じる と、 お ごそか に彫像 の蘇 りを宣 言す る。 それ まで彫 像

と思わ れて いたHermioneは 、 Paulinaの 合 図 でゆ っ くり と動 きだ し、 感

極 まる夫Leontesを 抱 擁 す る。 そ して、敬 度 な妻 の 「復活 」 後 の第 一 声 は

先 ず天 に向か って発 せ られ る。 「神 々 よご照覧 あれ、 そ して そ の聖 な る器 よ

り我が娘 に祝福 を注 ぎた まえ」"You gods, look down,/And from your

sacred vials pour your graces/Upon my daughter's head!"(V. iii.

121-3)こ れ は、Polixenesの 息 子Florizelと の 婚約 が整 ったPerditaに

対 す る、母親 としての祝 福の言葉 で もあろ う。 こ う して、神 の恩寵 と しての

結婚 は、母 か ら娘へ と受 け継 がれてい くのであ る。非 道な仕打 ちを受 けて も

結局 は夫 を許 すHermioneに 家 父長 制の再生 とい う影 を読 み とる ことは無

論妥 当で あ るか もしれない。 しか し、以 上 みて きたよ うに、劇 の主 眼 は、家

父 長制 よ りもむ しろそれを抑制 す る神聖 家族 の理念 に置かれているのである。
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